
肥料をめぐる情勢

令和４年４⽉

農産局 技術普及課



○ 肥料の「三要素」は、窒素（Ｎ）、りん酸（Ｐ）、加⾥（Ｋ）。

○ 「⼆次要素」は、カルシウム、マグネシウム等。「微量要素」は、ホウ素、マンガン等とされている。

〔三要素〕

〔⼆次要素〕

〔微量要素〕

１ 肥料について

各成分の働き

窒素（N) 植物（特に葉）の成長を促す。

りん酸（Ｐ） 開花結実を促す。

加里（K） 根の発育を促す。

各成分の働き

カルシウム（石灰） 植物による肥料成分の吸収を容易にする。

マグネシウム（苦土） 植物の新陳代謝を活発にする。

硫黄 葉緑素の生成に資する。

各成分の働き

ホウ素、マンガン、鉄、銅、
亜鉛、モリブデン、塩素、
ニッケル

植物の細胞膜などの形成維持やタンパク質の
生成を助けるなど植物の健全な成長に資する。

肥料の三要素の役割

窒素

りん酸
（花や実）

加里



【主な製造⼯程】
複合肥料

(窒素、りん酸、加⾥の２成分以上を含む肥料)

化成肥料

⼀つの粒の中に窒素、
りん酸、加⾥等の肥料
成分が⼊った肥料

Ｎ
Ｐ Ｋ

Ｎ
Ｐ Ｋ

Ｎ
Ｐ Ｋ

Ｎ
Ｐ ＫＮ

Ｐ Ｋ

配合肥料

窒素、りん酸、加⾥
等の成分を含む肥料
を単に混ぜ合わせた
肥料

○ 化学肥料は、⼀般に化⽯燃料（原油、天然ガス）や鉱物資源（りん鉱⽯、加⾥鉱⽯等）が原料として使⽤される。

２ 化学肥料の製造⼯程

原油

天然ガス

りん鉱⽯
（りん酸カルシウム）

加⾥鉱⽯
（塩化加⾥）

ナフサ アンモニア 尿素

りん安
（りん酸アンモニウム）

過⽯
（過りん酸⽯灰）

塩化加⾥

りん酸液

空気 炭酸
ガス

硫酸

カプロラクタ
ム、鉄鋼の⽣
産における副

産物

硫酸
硫安

（硫酸アン
モニウム）
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原料輸入量

【尿素（約34万トン）】
マレーシア（47％）、中国（37％）

【りん鉱石（約14万トン） 】
中国（27％）、ヨルダン（21%）、モロッコ（21％）、

【りん安（約51万トン） 】
中国（90％）、アメリカ（10％）

【塩化加里（約41万トン） 】
カナダ（59％）、ロシア（16％）、ベラルーシ（10%）

輸入複合肥料
約66万㌧

注1：「原料輸入量」は、財務省貿易統計(令和２肥料年度）。
注2：「出荷額」は、従業者４人以上の事業所に関する製造品出荷額等（資料：経済産業省「2020年工業統計表）」）。
注3：「生産業者数」は、肥料法に基づく登録業者数（令和元年）。また、その他の事業者数は、業界団体会員数（令和３年）。
注4：「生産量」は、肥料法に基づく生産数量報告及び都道府県事務報告（輸出分を含む。）（令和元年）。
注5：「生産業者からの販売割合」は、数量の割合（資料：経済産業省「平成24年度中小企業支援調査 化学肥料製造における実態調査」）
注6：「農業者の購入割合」は購入した農業者数の割合（資料：農林水産省「農業資材コスト低減及び農作業の安全確保に関する意識・意向調査（平成25年）」）

生

産

業

者

生産量
約820万トン

【単肥】
約137万㌧

【複合肥料】
約135万㌧

【指定配合肥料】
約137万㌧

【有機質肥料】
約171万㌧

【石灰質肥料】
約82万㌧

など

畜産業
（家畜ふん）

下水処理施設
（下水汚泥）

国内資源の例

地場流通 （堆肥、米ぬか等）

※生産業者等からの
直接購入を含む

※一部、単位農協、卸売業者及び
小売業者等を経由するものもある堆肥、燃焼灰等 発酵汚泥等

原料調達 生 産 流 通 販 売

経
済
連

製品輸入

（562JA ）

（11社 ）

原料供給
（有機質、硫安、尿素等）

（約1,400社 ）

（約3,000社 ）

（出荷額：約3,300億円 ）

片倉コープアグリ㈱
ジェイカムアグリ㈱
サンアグロ㈱
エムシー・ファーティコム㈱

など

３ 肥料の流通構造（商流）



○ 主な化学肥料の原料である尿素、りん安（りん酸アンモニウム）、塩化加⾥（塩化カリウム）は、ほぼ全量を輸⼊。世
界的に資源が偏在しているため、輸⼊相⼿国も偏在。

○ 尿素はマレーシア及び中国、りん安は中国、塩化加⾥はカナダが主な輸⼊相⼿国。

4 化学肥料原料の輸⼊相⼿国、輸⼊量

国産
13 （4%）

マレーシア
163 （47%）

中華⼈⺠共和国
129 （37%）

サウジアラビア
19 （5%）

カタール
11 (3%)

その他 13 (4%)

全輸⼊量
335千トン

尿 素
（N）

※ 資料︓財務省「貿易統計」等を基に作成（令和2年7⽉〜令和3年6⽉）

カナダ
244 

(59%)
ロシア

63 
(16%)

ベラルーシ
42 (10%)

ヨルダン
21 (5%)

ウズベキスタン
21 (5%)

その他
20 (5%)

全輸⼊量
412千トン

塩化加⾥
（塩化カリウム）

（K）

中華⼈⺠共和国
460 （90%）

アメリカ合衆国
51 （10%）

その他 1 （0%）

全輸⼊量
512千トン

りん安
（りん酸アンモニウム）

（N・P）



（単位：鉱石千トン）

割合 割合
中国 85,000 39% 3,200,000 5%
モロッコ 38,000 17% 50,000,000 70%
米国 22,000 10% 1,000,000 1%
ロシア 14,000 6% 600,000 1%
ヨルダン 9,200 4% 1,000,000 1%
サウジアラビア 8,500 4% 1,400,000 2%
ブラジル 5,500 3% 1,600,000 2%
エジプト 5,000 2% 2,800,000 4%
ベトナム 4,700 2% 30,000 0%
ペルー 3,800 2% 210,000 0%
チュニジア 3,200 1% 100,000 0%
イスラエル 3,000 1% 53,000 0%
オーストラリア 2,200 1% 1,100,000 2%
セネガル 2,200 1% 50,000 0%
南アフリカ 2,000 1% 1,600,000 2%
カザフスタン 1,500 1% 260,000 0%
インド 1,400 1% 46,000 0%
アルジェリア 1,200 1% 2,200,000 3%
トーゴ 1,200 1% 30,000 0%
フィンランド 1,000 0% 1,000,000 1%
ウズベキスタン 900 0% 100,000 0%
トルコ 600 0% 50,000 0%
メキシコ 530 0% 30,000 0%
その他 1,000 0% 2,600,000 4%
世界計 220,000 100% 71,000,000 100%

国名 産出量（2021) 経済埋蔵量

資料：USGS 「Mineral Commodity Summaries」2022報告書
注：経済埋蔵量は、現在のコスト⽔準、技術レベルで採掘が可能な量

経済埋蔵量から推定した可採年数
71,000百万トン÷220百万トン≒320年

経済埋蔵量から推定した可採年数
11,000百万トン÷46百万トン≒240年

りん鉱⽯の産出量及び経済埋蔵量 加⾥鉱⽯の産出量及び経済埋蔵量

資料：USGS 「Mineral Commodity Summaries」2022報告書
注：経済埋蔵量は、現在のコスト⽔準、技術レベルで採掘が可能な量

○ りん鉱⽯は、中国、モロッコ及びエジプトの３か国で世界の経済埋蔵量の約８割、加⾥鉱⽯は、カナダ、ベラルーシの２
か国で約７割を占める。

○ 経済埋蔵量と2021年産出量から可採年数を推定すると、りん鉱⽯で約320年、加⾥鉱⽯で約240年となる。

５ りん鉱⽯、塩化加⾥の産出量及び経済埋蔵量

（単位：鉱石千トン）

割合 割合
カナダ 14,000 30% 4,500,000 41%
ロシア 9,000 20% - -
ベラルーシ 8,000 17% 3,300,000 30%
中国 6,000 13% - -
ドイツ 2,300 5% - -
イスラエル 2,300 5% - -
ヨルダン 1,600 3% - -
チリ 900 2% - -
米国 480 1% 970,000 9%
スペイン 400 1% - -
ラオス 300 1% 500,000 5%
ブラジル 210 0% 10,000 0%
その他 370 1% 1,500,000 14%
世界計 46,000 100% 11,000,000 -

経済埋蔵量国名 産出量（2021)



資料：農林統計協会「ポケット肥料要覧」を基に作成
注：数値は成分換算（窒素、りん酸、加⾥成分の合計）

肥料年度（７⽉１⽇から６⽉３０⽇）

資料：農林⽔産省「耕地及び作付⾯積統計」を基に作成

○ 化学肥料の国内需要量は、減少傾向（農作物の作付(栽培)延べ⾯積も減少傾向）。

６ 国内における化学肥料の需要動向
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７ 世界における肥料の消費量の動向
○ 世界における肥料の消費量は年々増加。

○ 我が国の肥料消費量は、世界全体の消費量の0.5％。

資料：「FAOSTAT」を基に作成
注：数値は、窒素、りん酸、加⾥の成分の合計
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○ 我が国の農業経営において、経営費に占める肥料費の割合は約６〜１３％。

資料：農林⽔産省「令和2年営農類型別経営統計（個⼈経営体）」を基に作成

経営体当たりの経営費に占める肥料費の割合

８ 経営費に占める肥料費
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９ 化学肥料（⾼度化成肥料）のコスト構造

○ 我が国の化学肥料（⾼度化成肥料）は、製造コストの約６割を原材料費が占めている。原料の多くを輸⼊に頼っていること
から、肥料価格は、化学肥料原料の国際価格や運送費の影響を⼤きく受ける構造。

資料：経済産業省「平成24年度中⼩企業⽀援調査
化学肥料製造における実態調査」

⾼度化成肥料のコスト構造

原材料費
63.7%

加⼯費
16.1%

運送費
5.4%

包装費
4.1%

保管料
0.7% その他販管費

10.0%
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10 肥料価格の推移
○ 肥料原料の輸⼊価格は、2021年（令和３年）以降、上昇傾向。

○ ⾼度化成肥料の⼩売価格についても、令和３年の秋頃から上昇傾向。

※ 農林⽔産省調べ
財務省貿易統計における各原料の輸⼊額を輸⼊量で除して算出。
ただし、⽉当たりの輸⼊量が5,000t以下の⽉は前⽉の価格を表記。

肥料原料の輸⼊価格の推移

国内肥料（⾼度化成肥料）の⼩売価格の推移

資料：農林⽔産省「農業物価統計調査」を基に作成
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○ 農林⽔産省においては、⾷料・農林⽔産業の⽣産⼒向上と持続性の両⽴をイノベーションで実現するため、令和３年
５⽉にみどりの⾷料システム戦略を策定。

○ この中で、「2050年までに輸⼊燃料や化⽯燃料を原料とした化学肥料の使⽤量を30％低減する」との⽬標を掲げ、有
機物の循環利⽤や、施肥の効率化・スマート化を推進。

11 みどりの⾷料システム戦略



○ 肥料コストの低減を進めるためには、⼟壌診断に基づき施肥量を適切なものとしつつ国内資源の利⽤拡⼤や局所施肥
など施肥量を低減する技術を導⼊することが重要。

○ 令和３年以降、原料価格の上昇に伴い肥料価格が上昇傾向にあることを踏まえ、⽣産現場における適正施肥や施肥量
低減技術の導⼊を⽀援する令和３年度補正予算を措置。

12 肥料コスト低減に向けた取組
① 適正施肥や化学肥料の施⽤量を低減する技術導⼊の推進



 銘柄の集約

 競争⼊札の結果 全農は、集中購買銘柄について、改⾰前の
価格に⽐べて１〜３割の価格引下げを実現

改⾰前
（平成28年）

改⾰後
（令和２年）

約550銘柄 24銘柄→

改⾰前
（平成28年）

改⾰後
（令和２年）

メーカー 16社35⼯場 8社15⼯場
出荷数量※ 約13万トン 約11万トン
銘柄当たりの
⽣産数量 約240トン 約4,500トン

※ 春⽤と秋⽤の年度合計値で全農からの聞き取り

現状：化成肥料は、上位18社で全体の約95%を製造

〇 化学肥料の⽣産効率を上げ、製造コストを引き下げることで肥料価格を低減する取組も重要。

○ 全農においては、平成30年の春⽤肥料から、複数メーカーが製造し、全国で流通する化成肥料について、①銘柄を集約し、
②JAが農業者から予約数量を積み上げ、③競争⼊札にかけることで価格決定する新たな購買⽅式を導⼊。

〇 競争⼊札により、購⼊先となるメーカーを改⾰前から半分に絞り込み、銘柄当たりの⽣産数量を⼤幅に拡⼤してメーカー
の製造コストを引下げ。これにより、改⾰前に⽐べて１〜３割の価格引下げを実現。

12 肥料コスト低減に向けた取組
② 肥料の銘柄集約の推進



〇 肥料コストを低減するには、農業者が良質かつ低廉な肥料を選択し、調達できる環境を整備することも重要。

○ 農林⽔産省においては、農業者が農業資材を調達する際の参考となるよう、平成30年以降、農業資材の価格等の調査を実
施し、調査結果を公表。化学肥料について、令和３年２⽉の調査では調査対象銘柄ごとに約２〜３倍の価格差があった。

12 肥料コスト低減に向けた取組
③ 価格の⾒える化

（単位：円）

※１ 農業資材販売店に調査票を郵送しアンケート調査を実施（令和３年２⽉）。価格については、配送料や割引を含まない店頭引取価格（税込み）を記載。
※２ 「基肥⼀発肥料」及び「有機⼊り普通化成」については、成分等の特性が同⼀ではないため、参考として掲載。



12 肥料コスト低減に向けた取組
④ 肥料のコスト低減事例の周知




